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三学部横断ゼミ履修生が
横断ゼミのリアルを届ける冊子
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になる「覚悟」。
でいい。
いる自分がいるから。
込もう。

必要なものは、全力
それだけ

気づいたら、成長して
さぁ、飛び
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受講した先輩が横断ゼミ
の魅力を楽しそうに語ってく
ださり、興味を持ちました。不
安な点もありましたが、とり
あえず横断ゼミの世界に飛

び込みました！

人文学部 1年 男子

学部学科の枠を越えて課
題解決をしていく点、一般企
業と直接的な繋がりを持てる点
に魅力を感じました。「この大
学でしかできないこと」に

挑戦しました。

経済学部 3年 男子

「意識高い系」の学生が集
まるんだろうなと勝手に想像
していました。でも、「がむしゃ
らに全力で取り組む」ような
学生ばかりで、良い刺激に

なりました！

社会学部 2年 女子

「ただ辛くて、大変なゼミ」
と噂を聞いていたが、それ以
上に得る物は多く、学習環境も
整っていました。メンバーに
も恵まれ、新しい居場所を

見つけました！

人文学部 3年 女子

想像よりも、自分の時間
を全て注ぎ込む感覚でした。
両立は自分次第でできるが、大
詰めを迎えている時期は横断
ゼミの時間を優先させるく

らい夢中でした。

経済学部２年 男子

自分自身を客観的に知る
有効な場所だと思いました。
「チームで取り組む」ことに苦
手意識があり、克服する機会
になればと思い履修を決意

しました。

社会学部 2年 女子

履修前
とのギ

ャップ
なぜ履修したか
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※学年は横断ゼミ履修時
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＃私の知らない横断
＃横断の先生

横断ゼミ　教職員　座談会
૖ҽݾसЇƟ׹¡

മ੎ԂনƟ௧ଏŽڲ

ଂƜڽƽƼѯ૑Ǡȃ£

୤Ʋƛŵశƻ׳Ɔ¢

£ঝݨ¢ङॆ۾

ƑżƺԾ௔ƊƼ£

੓๰׺݀
Takahashi Norio

ࡰ׹य़ൔԂല࣫បڵ

ѯ૑ǠȃƟÖ׹Źƛ

ŵ׹Ϲ×£ீŹǃƎƟ

ƯƯஇŹƛŵ£ƎƟ

ƆƉҏںƘŵƕƳ఼

ǄƘŵƯƊ£

ؐૠ๚Ҽ
Tamaoki Yusuke

׹ҽԂല࣋ࡊ

Ԃনƙϼಶଡƀৌƈ

ƗŵƼƟŽ׹Їƙŵ

ŷƑƂƘ¢੫ƀƟय़

ŽƕƛŽƔƗƘžƗ

ŵƼࡰ،£

ઓىೞ҇߬
Okuma Mineko

׹Ԃല࣋ލٲ

ҽࡊ¢ŹƛŵƂƚګ

Ơ੪ࡌƙƟٴŽƻƟ

ङƘঞƻຽƔƗŵƼ£

ѯ૑ǠȃƳ௕Ɖ£ह¹

ƛय़Ž߳ŹƗŵƼ£

ϛேട߬
Itou Hiroko

ѯ૑Ǡȃࠐซ؍

高橋　本気の学生の姿勢を見ている
から、ついつい皆さんのために尽く
してしまう。我々教員も一つのチー
ムなので、大変だと思ったことはな
いんだよね。

大熊　大学での専門的な学びだけで
ない、人としての総合力を高めるこ
とで、大学と実社会をつなぐ役割も
あると思っています。

伊藤　三学部の教員、協力企業、キャ
リアコンサルタント、その他多くの
繋がりで成り立っている点。多くの
出会いの中で視野を広げ、得るもの
も大きいという多様さ。この繋がり
のなかで何層にもわたる学びが、あ
れだけの濃い時間につながるのでは
ないでしょうか。

なぜ他のゼミと違うのか
玉置　私は教えるのが好きというの
もありますが、横断ゼミでは自分が
伝えたことがそのままダイレクトに
返ってくるので、目に見える形で成
長につながっている皆さんを見てい
るだけで、こちらは頑張れています。

大熊　なぜそこまでと言われても、
当たり前にやってきただけで…。学
生に向き合い、できることを尽くす
責任感と覚悟がベースだから。その
上で、学生の反応や成長した姿が直
接見られて、返ってくるから、喜び
があるのだと思います。

なぜそこまで向き合って
くれるのか 玉置　相互作用の話になりましたが、

教員と学生の相互作用が最も顕著に
現れるのが授業後に書く日記なんで
す。頭の中で考えていることを相手
に伝えるための一つのツール。自分
の考えを見せることを密にやる横断
において、日記は自己分析 &他己分
析に欠かせない存在なんです。

伊藤　日記を書くって事は、自分も
見つめるけど、他者も見つめるので、
効果があるということですよね。

玉置　「ゼミの武蔵」を表現している
のが横断ゼミ。武蔵に入ったなら必
ず取って欲しいものです。

高橋　確かに机上の学問とは違って、
本物の企業の人の生き様を目の当た
りにすることで学生の姿勢が変わる。
学生の姿勢が変わると、企業の人も
変わる。この繋がりと、相互作用は
横断ゼミならではだよね。

伊藤　同じ空間で違う三学部の教員
が一緒に授業する奇跡みたいな授業
ですよね。

玉置　僕たち教員は、何も話し合っ
ていないんですよ、自然と出来上がっ
ていた役割分担みたいなのが、不思
議なことにものすごく安心感があっ
て。話し合ってはないんですが、途
中高橋先生が「パッションの玉置」
と言ってくれたり ( 笑 )。教員も横断
をやっています。
大熊　確かに。教員は同時に研究者
でもあり、そこは孤独で厳しい世界。
学部を超えて専門領域を持ち寄れる
この横断ゼミという場所は、自身の
研究にも新しい気づきをたくさんく
れる。こんなに心地いい場所が大学
にあるんだって私は思う。

教員も横断をしている



企業の意志…

横断を終えて他の活動に参
加した時に、はっきりとその成
長を実感できる。苦手だと思って
いた事が、本当は自分の強みである
事に気づけた。一回りも二回りも成
長した自分に出会える。そんな毎
日がずっと続いてる。横断は私

の体の一部となって
いる。

人とのコミュニケー
ションの取り方は、驚くほ
ど変化した。どうしたら横
断のような関係性を築ける
だろうか、と奮闘する

毎日。

他団体で気づく…

会話の変化…
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横断に続く何かがしたかっ
た。「社会人基礎力育成グランプ
リ」を知った時、横断の仲間でやり
たいと感じた。横断のように、目指す
ゴールは遥かに遠く、辛かった。でも
あの頃の経験が蘇って、確実にでき
る事が増えていた。横断に参加し
たから、もう一度ここまでや

りきる経験ができた。

外部の大会に参加…

担当した企業は、印刷会社だっ
た。職人気質でこだわりの強いその
企業が大切にする「色」は何てかっこ
いいんだろうと、いつしか自分も大事に
するようになっていた。それは横断が終
わっても途切れることはない。冊子一つ
制作する際にも、デザインや色使いに
ここまでこだわるようになるなん
て。あの企業のこだわる姿勢は

自分にも伝染っていた。

授業やゼミでも、しっ
かりと意見を伝えて相手
の考えを聞くのが重要だと
考えるようになった。そ
んな姿勢を横断で身
に付けられた。

就活で色々な企業を見て
いるけれど、どこか横断で
担当した企業と比較してい
る自分がいる。横断を思い
出せば、企業のどこを見
れば良いかわかる気

がする。

就職活動でも…

横断を通して、自分のス
キルアップを意識するように
なっていた。情報やアイデア
は漏らす事なく、メモをする
ようになった。横断によっ
て、自身の行動の基礎を
変える事ができた。

意識が変わった…

大学生活でも…

良いものを作りたいという一体感
と作業に没頭する毎日。妥協しな
いでやり遂げる姿勢と仲間とのコ
ミュニケーションの重要さを痛感
した。人生で一番本気になれた。



この冊子は、
あなたに「横断ゼミを履修するきっ
かけになってほしいな」っていう
壮大なお節介から、作られました。

私たち横断卒業生は、
横断を終えた一年後、
さらにその半年後も

“もう一度あの時のような達成感を
あのメンバーで味わいたい”

という思いで再集結しています。

横断ゼミは、
あなたの人生の可能性を必ず

広げてくれます。

この冊子に込めた私たちの想いが、
あなたの横断への一歩に繋がれば

本望です。

「横断でなくちゃ。」制作チーム　一同

岩垣穂乃歌　金子隼大
川村奎太　山﨑友理


